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松
ま つ む ら

村任
じ ん ぞ う

三 近代植物学の基
き そ

礎を築
きず

いた学者　高萩市

　安政３年 (1856) －昭和３年 (1928)。多賀郡下手綱村〔高萩市〕生まれ。
幼名は辰太郎。元服して任蔵，のち任三と改める。明治３年 (1870)，松岡
藩から貢進生として東京の大学南校〔東京大学〕に入学する。明治 10 年
(1877)，矢田部良吉教授に声をかけられ，東京大学植物園に奉職する。同
時に矢田部教授に随行して全国で植物を採集し，その標本は約 3千種類に
達する。その間，モース ( 動物学者 ) の助手として大森貝塚の発掘調査に
も随行する。明治 18 年 (1885) にはドイツに留学し，植物分類学を学ぶ。
明治 30年 (1897) には小石川植物園初代園長に任命される。任三が植物に
つけた学名は数多いが，その代表格が「ソメイヨシノ」や「ワサビ」である。

　松村任三は，多
た が

賀郡
ぐん

下
しも

手
て

綱
づな

村〔高
たかはぎ

萩市〕に松
まつおかはん

岡藩の家
か

老
ろう

松村儀
よし

夫
お

の長男として生まれ
ました。3歳

さい

の頃
ころ

から両親に漢
かんがく

学＜中国の学問＞を習い，9歳になると藩の学校である
就
しゅうしょうかん

将館に入学し，中国の歴
れき

史
し

を記した『史
し き

記』や『三
さんごく

国志
し

』などの難
むずか

しい本を読み，槍
やり

や剣
けん

などの武
ぶ

術
じゅつ

にも励
はげ

みました。
（これからは世界のことをよく勉強しなければならない。そのためには英語を学ぶこと
が大切だ。）
　明治 3年 (1870)，15 歳になった任三は英語を学ぼうと決意しました。親に英語の本
を買ってもらい，一人で勉強を始めました。このころ，貢

こうしんせい

進生とよばれる各
かくはん

藩の優
ゆう

秀
しゅう

な
生
せい

徒
と

1 名から 3名程
てい

度
ど

が全国から選
えら

ばれ，東京の大学南
なんこう

校〔東京大学〕に集められまし
た。任三は，就将館での成

せい

績
せき

が優秀であったため，松岡藩の貢進生として選ばれて入学
したのです。
　明治 10 年 (1877)，任三は，東京大学教

きょうじゅ

授の矢
や た べ

田部良
りょう

吉
きち

に「私の仕事を手伝ってく
れないか。」と声をかけられ，助手として働くことになりました。植物の研究をしてい
た矢田部教授とともに全国各地に植物採

さいしゅう

集の旅に出ました。採集の旅は約
やく

200 回ほどに
なりました。
（研究は苦労が多いけれども，せっかく矢田部先生が声をかけてくださったのだ，自分
のためにも集めた植物についていろいろ研究を
していこう。）
　明治 16年 (1883) にはその研究が認

みと

められ，
東京大学の助教授となり，今までの研究を『日
本植物名

めい

彙
い

』などの本にまとめました。
（植物は日本だけでなく，世界中にある。その
ためこれからは世界に目を向けていかなければ
ならない。世界の植物の学問を勉強し，植物学 「ソメイヨシノ」の学名のついた札

（高萩市歴史民俗資料館蔵）
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の発
はってん

展に努
ど

力
りょく

したい。）
　このように考えた任三は，明治 18 年 (1885) にドイツに留

りゅう

学
がく

することになり，植物
分
ぶんるいがく

類学を研究するとともに，ヨーロッパの大学の博物館や植物園を見学しながら研究を
深めていきました。ドイツでの研究を終えて日本に帰国したのは明治 21 年 (1888) で
した。
（これで研究は終わりということではない。ドイツで勉強してきたことを次に生かして
いきたい。そのためには，これからは植物の形

けいたい

態を解
かいめい

明する勉強をしていこう。） 
　そう考えた任三は，箱

はこ

根
ね

，松
まつしま

島，塩
しおばら

原，江
え

の島，鎌
かまくら

倉，富
ふ じ

士山，日
にっこう

光山，天
あま

城
ぎ

山，筑
つく

波
ば

山から沖
おきなわ

縄まで，日本全国に植物採集の旅に出ました。より多くの植物を実際に集め
てきて，ドイツで学んだことと自分の研究とを合わせて新しい研究に取り組みました。
そして茶の葉の解

かい

剖
ぼう

図
ず

を学会誌
し

にのせるなどして，植物解剖学〔植物形態学〕という新
しい学問を作り出しました。その間の明治 30 年 (1897) には東京帝国大学附

ふ

属
ぞく

小
こ

石
いし

川
かわ

植物園の初
しょ

代
だい

園長に任
にんめい

命されました。
　任三は，実に 150 以上の新植物を発見してその学名をつけたのですが，日本の代表的
な桜

さくら

の一つである「ソメイヨシノ」も，任三が「プルヌス エドエンシス マツムラ」と
いう学名をつけ，全世界に発表したものです。

『ソメイヨシノやワサビの名づけ親 松村任三』

（高萩市生涯学習推進本部 ･協議会 1998）

『郷土史にかがやく人びと』（青少年育成茨城県民会議・1971）
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●

正門

東京大学大学院理学系研究科附属植物園（小石川植物園）
所在地　東京都文京区白山３－７－１
内　容　 松村任三が初代園長となった植物園で，日本で最

もっと

も古い植物園です。
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